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［主な内容］

●中学　修学旅行
　　　　日本武道館席書大会
　　　　百人一首
　　　　邦学発表会
　　　　公開授業	―― 2

●高校　Memory	at	Wayo
　　　　合唱コンクール
　　　　修学旅行
　　　　特別講座	―― 3

●中学・高校合同での行事
　　　　芸術鑑賞
　　　　マラソン大会
　　　　学校説明会	― 4

学 校 長　太田 陽太郎　

　「しき嶋の やまとごころを 人とはば 朝日ににほふ 山ざくら花」以前も紹介しました。本居
宣長が山桜に心ふるわす自分の心を通し、やまと心を歌ったものです。そこに清らかさ、麗しさ、
優しさを見る人もあれば、孤高の厳しさ、崇高さを見る人もいるでしょう。
　｢凛として生きる」この言葉で思い浮かんだ風景が、この山奥に人知れず咲く山桜です。
　私たちの今の社会は物があふれ、必要に応じて物を取り換え捨てています。が、かつての日本
は限りある物を使って生き抜くほかありませんでした。大事なのはその物の｢用｣です。どう使っ
ていくのか、です。先日ある新聞に BORO という記事が載っていました。麻の布を刺し子で強
く温かくしたり、工夫して晴れ着を作り、使い古すと普段着・作業着と使いこなして最後は雑巾
として使う。途中の当て布で補強した衣服の微妙に工夫された美しさ、その古着が今世界で注目
されている、と。この BOROにも山桜の趣があります。
　身の回りの物一つ一つを大切にその ｢用｣ を生かして生活していく、というのが日本文化の底
流にあります。皆様には、自らと関わる周りの物をどう生かして生活してきたのか、人とどう関
わって来ているのか、日本の文化をしっかり身に着け、日本女性として、｢凛とした｣ 歩みを続
けていってほしいと思います。

凛として生きる
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中  学  校

日本武道館席書大会

百人一首 公開授業

１年　金澤玲奈（柏市立増尾西小学校出身）
　１月５日に行われた武道館席書大会に、一年生37名が参加しました。
　新年の華やぎと緊張感の中、大勢の方々の前で作品を書き上げ、誇
らしそうにご披露する姿が印象的でした。
　私は最初とても緊張していたのですが、いざ書こうとした時は集中
できて、納得のいく作品ができたと思います。自分の作品を掲げて、
たくさんの人に見ていただくことは、とてもいい経験になったと思い
ます。

　今年の京都・奈良修学旅行は、天候に恵まれ、さまざまな体験を通して学びの多い有意義な４日間に
なりました。多くの寺院を訪れたり、「河村能舞台」では、能の体験と鑑賞をしたことは印象深い思い出
となりました。また、京都市内１日班別行動では、計画に沿って班員が協力し合うことができました。

邦楽発表会

11月10日（火）〜13日（金）

【修学旅行】



2016年（平成28年）３月３日（3）第45号

高 等 学 校

修学旅行（２年）

２年　栗原秋穂（和洋国府台女子中学校 出身）
　私が一番印象的なのは、長崎の平和公園です。
私たちは各クラスそれぞれの想いを込めて作っ
た千羽鶴を持ってゆき、納めさせていただきま
した。被害に遭われた方々の想いを痛い程感じ、
平和への願いを繋げていこうと強く決心しまし
た。友人との楽しい思い出、一緒に色々笑って
泣いて感じて、修学旅行が一生の思い出になる
理由が、わかった気がしました。

合唱コンクール（１年）

１年　岩倉汐音・軽部久音（和洋国府台女子中学校 出身）
　中学時に取り組んだ曲よりも難易度が上がり、音取りが思うよ
うに進まなかった。そのためぶつかることもあった。しかし、優
勝するという目標に向けて、最終的に一人一人が努力し全体のレ
ベルが上がった。そして、本番は気持ちよく楽しんで歌うことが
出来た。その結果、優勝することが出来た。合唱コンクールを通
して、クラスの仲が一段と深まった。

特別講座（３年）

消費者講座
１月12日　講師：行政書士

ビューティー講座
１月26日　講師：資生堂 千葉支店

••• 交換留学生 •••オーストラリアの姉妹校 St.Hildaより12月10日〜１月22日（６週間）
留学生が来ました。【Memory at Wayo】

Novita

Alison



平成28年度　学校説明会（予定）
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中 学 ・高 校 合 同 で の 行 事

高等学校講堂にて、古典芸能の鑑賞をしました。
演目は、上方落語・色物（紙切り）・落語・紙工劇落語でした。

◆中学校���������������������
　最初の幕が上がる前は『二時間は飽きるな』と思っていましたが、
幕が上がると10分もしないうちに、落語家の語りに聞き入ってし
まいました。もちろん、言葉の発し方はプロだな〜と感じましたが、
落語は正座で、扇子と手拭いを使用するのも特徴で、特に麺をすす
る場面が印象的でした。また、身体を弾ませて歩くように見せたり、
上半身でその場面をすごく感じられる動きをしていて面白かったで
す。でも身近なものを使うこと
で、昔の人はお金も娯楽もなく
ても、人々を笑いで楽しませた
のかなと歴史も感じました。３
年間の芸術鑑賞で感じたのは
『人』が『生』で演じることを
肌で感じる大切さでした。
中学3年　若林　萌

（浦安市東小学校 出身）

◆高等学校�������
　これまで落語を聞く機会がな
く馴染みのない芸能であり、難
しいのではないかとさえ感じて
いました。しかし、始まってみればとても楽しむことができました。
それは、私たちに理解できる内容だからというだけでなく、落語家
の皆さんの巧みな話術が私たちの想像力をふくらませるからだと思
います。また、紙切りの芸にも驚きました。紙とハサミ、そして話
術によって多くの人々を笑顔にする落語の力を感じ、有意義な時間
を過ごせました。

高校３年　岩澤友紀菜（和洋国府台女子中学校出身）

　江戸川河川敷にて「第46回　校内耐寒マラソン大会」を実施し
ました。往路は向かい風、復路が追い風という状況でしたが、無事
に走り切りました。

　今年はコース変更となり去年より距離が１km短くなりましが、
強風と寒さの中で走ることを１度経験していても辛かったです。し
かし、最後のマラソン大会で力を出し切り、悔いなくゴール出来た
ことで、自信を１つ得ることが出来たので良かったです。

高校２年　清水美咲（松江第一中学校出身）

中学校 高等学校

芸 術 鑑 賞12月15日（火） マラソン大会２月10日（水）

学校説明会
　 6月18日（土）
　 9月17日（土）　｝10：00 ・ 14：00
　10月15日（土）※
　11月12日（土）　｝10：30～
　12月17日（土）※
　 1月 7日（土）　	 14：00～
※高校校舎で行われます。

学校説明会
　 8月27日（土）
　10月22日（土）
　11月19日（土）

オープンスクール
　 8月 6日（土），27日（土）

学園祭
　10月22日（土），23日（日）

ミニ学校説明会（学園祭）
　 9月10日（土），11日（日）

体育大会　9月25日（日）　中高合同


